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「
わ
が
国
の
原
子
力
界
を
支
え
る
人
材
の
確
保
」
を
掲
げ
産
学

官
が
連
携
す
る
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
二
月
一
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
原
子
力

人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
発
足
か
ら
一
一
年
目
に
入
り
、
参

加
機
関
は
計
八
四
機
関
と
な
っ
た
。
最
近
の
活
動
成
果
と
し
て

は
、
主
に
初
等
中
等
教
育
向
け
に
全
国
三
九
の
原
子
力
発
電
所

Ｐ
Ｒ
館
や
研
究
施
設
な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

が
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
に
際
し
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運

営
委
員
長
を
務
め
る
原
産
協
会
・
新
井
史
朗
理
事
長
が
挨
拶
に

立
ち
、「
原
子
力
産
業
界
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
て
共
通
の

思
い
を
新
た
に
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
今

後
の
機
関
横
断
的
な
活
動
の
成
果
が
一
層
実
り
多
い
も
の
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
現
在
、
今
後
の
活
動

に
向
け
た
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
を
検
討
し
て
い
る
。
こ

れ
を
見
据
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
原
子
力
産
業
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」、「
原
子
力
分
野
の
学
び
の
機
会
拡
大
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
座
長
を
務
め
た

日
立
製
作
所
原
子
力
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
事
業

主
管
の
吉
村
真
人
氏
は
、

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

主
査
を
務
め
る
立
場
か

ら
、「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
の
展
望

を
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
く
」
と
強
調
し
議
論
を
進
め
た
。

　

「
原
子
力
産
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
関
連
で
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
た
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー
原
子

力
国
際
技
術
本
部
の
吉
江
豊
氏
は
、
欧
米
の
原
子
力
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
経
験
か
ら
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
エ

ン
ジ
ニ
ア
」（
Ｐ
Ｅ
）
取
得
の
意
義
を
強
調
。
技
術
的
発
言
の
信

頼
性
や
顧
客
ニ
ー
ズ
の
理
解
な
ど
、
Ｐ
Ｅ
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
関

し
「
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
で
き
る
資
質
の
証
明
と
な
る

も
の
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
興
国
へ
の
協
力
事
業
を
行
う
原
子
力
国
際

協
力
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
鳥
羽
晃
夫
氏
は
、
海
外
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
日
本
の
弱
み
と
し
て
、
国
と
し
て
の
一
貫

性
の
欠
如
、
資
金
面
で
の
制
約
、
実
務
面
で
の
長
期
的
研
修
シ

ス
テ
ム
が
未
確
立
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
の
難
し
さ
、

国
内
に
建
設
中
・
試
運
転
中
の
プ
ラ
ン
ト
が
少
な
い
こ
と
ー
を

指
摘
。
技
術
的
な
資
格
制
度
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
課
題
と

し
て
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
国
際
機
関
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
し
、
原
産
協
会

人
材
育
成
部
長
の
喜
多
智
彦
氏
は
、
自
身
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際

原
子
力
機
関
、
本
部
は
ウ
ィ
ー
ン
）
勤
務
経
験
を
紹
介
。
日
本

人
職
員
数
（
専
門
職
）
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
～
二
○
○
○
年

の
赴
任
時
を
振
り
返
り
「
出
向
者
を
含
め
て
四
○
人
前
後
で
今

も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」
と
、
拠
出
金
分
担
率
に
比
し
て
少
な

い
状
況
を
憂
慮
し
た
上
で
、
雇
用
形
態
の
壁
、
極
め
て
高
い
競

争
率
、
言
語
や
生
活
の
違
い
な
ど
を
課
題
と
し
て
指
摘
。
求
め

ら
れ
る
資
質
と
し
て
、
専
門
分
野
の
高
度
な
知
識
・
経
験
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、異
文
化
に
対
す
る
受
容
性
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

「
原
子
力
分
野
の
学
び
の
機
会
拡
大
」
に
関
し
て
は
、
原
子
力

人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
等
教
育
分
科
会
委
員
で
富
山
高
専

電
気
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
高
田
英
治
教
授
が
、
現
場
で
教

育
に
携
わ
る
人
材
の
高
齢
化
・
退
職
が
進
む
現
状
か
ら
、
若
手
・

中
堅
の
教
員
育
成
に
向
け
「
ま
ず
原
子
力
に
関
し
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
」
と
強
調
。
大
学
・
研
究
所
や
企
業
か
ら
の

人
材
登
用
の
可
能
性
に
も
言
及
し
た
。
ま
た
、
同
初
等
中
等
教

育
分
科
会
主
査
で
長
崎
大
学
教
育
学
部
の
藤
本
登
教
授
は
、「
教

育
現
場
は
旧
態
依
然
の
と
こ
ろ
も
あ
る
」
な
ど
と
懸
念
し
、
教

育
行
政
へ
の
働
き
か
け
、
教
科
書
の
内
容
充
実
化
に
関
し
、
学

会
が
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
性
を
述
べ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身
の

偉
大
な
数
学
者
を
紹
介
し
た
い
。
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ン
は
、
一
八
七
九

年
に
政
府
高
官
の
息
子
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九
八

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
法
科
学
生
と
し
て
入
学
す
る
が
、
翌
年
数

学
科
に
転
部
す
る
。
ま
た
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
も
学
ん
で
い
る
。
一
九
○
二

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
よ
り
博
士
号
が
授
与
さ
れ
、
一
九
○
五
年
に

ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
教
員
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
チ
ェ
ル
ニ
ウ

ツ
ィ
ー
大
学
、
ボ
ン
大
学
の
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、
一
九
二
一

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
数
学
教
授
に
就
任
。
関
数
解
析
学
、
位
相

幾
何
学
、
集
合
論
、
変
分
法
、
実
解
析
、
秩
序
理
論
な
ど
に
多
く

の
業
績
が
あ
る
。
数
学
的
貢
献
と
し
て
は
、
関
数
解
析
学
の
分

野
に
お
け
る
ハ
ー
ン-

バ
ナ
ッ
ハ
の
定
理
や
一
様
有
界
性
原
理

が
知
ら
れ
て
い
る
。
教
え
子
の
中
か
ら
は
、
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー

や
ク
ル
ト
・
ゲ
ー
デ
ル
な
ど
が
後
に
著
名
な
数
学
者
と
な
っ
た
。

一
九
一
二
年
～
一
九
二
一
年
ま
で
三
年
ご
と
に
授
与
さ
れ
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
リ
ー
ベ
ン
数
学
賞
を
一
九
二
一
年
に
受
賞
し
て
い
る
。

ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ン
は
哲
学
に
も
大
い
に
関
心
を
抱
き
、
論
理
実
証

主
義
の
立
場
に
立
っ
て
、
従
来
の
哲
学
の
革
新
を
め
ざ
し
て
集
う

若
き
哲
学
者
集
団
、
ウ
ィ
ー
ン
学
団
に
も
参
加
し
た
。

　

一
方
、
伊
藤
清
教
授
は
、
一
九
一
五
年
に
三
重
県
い
な
べ
市

に
生
ま
れ
、
三
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
数
学
科
を
卒
業
後
、
大

蔵
省
に
入
省
し
た
。
四
三
年
に
名
古
屋
帝
国
大
学
助
教
授
に
就
任
。

五
二
年
に
京
都
大
学
教
授
に
就
任
後
は
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高

等
研
究
所
研
究
員
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
、

七
六
年
か
ら
退
官
す
る
七
九
年
ま
で
京
都
大
学
数
理
解
析
研
究
所

長
・
教
授
を
務
め
た
。
四
二
年
に
確
立
し
た
確
率
微
分
方
程
式
に

お
け
る
伊
藤
の
公
式
は
、確
率
解
析
学
に
お
け
る
基
本
定
理
。
従
来
、

方
程
式
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
グ
ラ
フ
は
、
直
線
も
し
く
は

規
則
性
を
持
つ
曲
線
の
み
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
の
軌
跡
や

金
融
商
品
の
価
格
変
動
の
チ
ャ
ー
ト
な
ど
、
全
く
規
則
性
の
な
い

ラ
ン
ダ
ム
な
曲
線
は
方
程
式
で
表
せ
ず
、
未
来
の
計
算
値
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
伊
藤
の
定
理
は
微
積
分
に
確
率
論
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ダ
ム
曲
線
を
方
程
式
で
記
述
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
将
来
に
お
け
る
金
融
商
品
の
価
格

を
算
出
す
る
計
算
式
の
定
立
に
道
が
開
か
れ
、
数
学
ば
か
り
で
な

く
、
九
○
年
代
に
発
達
し
た
金
融
工
学
理
論
の
進
歩
に
も
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
伊
藤
教
授
は
「
ウ
ォ
ー
ル
街
で
最

も
有
名
な
日
本
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
○
○
六
年
、
数
学
の

応
用
に
対
し
て
新
設
さ
れ
た
ガ
ウ
ス
賞
の
初
代
受
賞
者
と
な
っ
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
。
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ン
が
関
心
を
示

し
た
論
理
実
証
主
義
に
批
判
的
な
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
論
は
少
し
読
ん
だ
。
伊
藤
教
授
は
、
○
六
年
の
文

化
勲
章
受
章
時
に
「
数
学
の
厳
密
で
美
し
い
表
現
が
社
会
科
学

の
分
野
に
ま
で
応
用
を
見
出
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
と
嬉
し

さ
を
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な

数
学
者
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
た
幸
運
に
感

謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
が
所
蔵
す
る
ハ
ン

ス
・
ハ
ー
ン
の
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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